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第一回定例会

令
和
四
年
度

令
和
四
年
度

令
和
四
年
度

予
算
可
決

予
算
可
決

予
算
可
決

第
一
回
定
例
会

総額１７０億８，２９８万７千円

・ 一般会計補正予算　　　　　　　　　 １３４億２７万円（３億９,２１２万1千円の追加）

・ 国民健康保険事業事業勘定特別会計補正予算　１１億９,１１１万３千円（２３７万２千円の減額）

・ 下水道事業特別会計補正予算　　　　　　５億２,７７７万８千円（１,５２２万２千円の減額）
・ 介護保険事業特別会計補正予算　　　 　14億9,454万8千円（1,372万の減額）

・ 簡易水道事業特別会計補正予算　　　　　２億６,１１９万２千円（１８０万８千円の減額）

・ 上水道事業会計補正予算　　　　　歳入　1億38万円（110万円の減額）
　　　　　　　　　　　　　　　　　歳出　1億４,３９９万１千円（３５２万４千円の減額）

ー 令和３年度補正予算 ー

◎ 一般会計　１１９億６，３００万円
◎ 特別会計

・ 国民健康保険事業事業勘定特別会計　１１億７,８５６万８千円
　・ 下水道事業特別会計　　　　　　　４億８,０００万円
　・ 介護保険事業特別会計　　　　　１４億６,９１８万５千円
　・ 後期高齢者医療特別会計　　　　　１億２,５０８万６千円

・ 簡易水道事業特別会計 　　　　　　２億円
◎ 企業会計
　・ 病院事業会計　　　　　　　　　 １５億２,６４７万６千円
　・ 上水道事業会計　　　　　　　　　１億４,０６７万２千円

主 な 事 業

・ ふるさと寄附記念品贈呈事業　　　　　1億5,０００万円
・ 子ども医療費助成事業　　　　　　　　　　１,４０４万円 
・ 新型コロナウイルスワクチン接種事業　　　３,０３７万円
・ 農道整備事業（東国1線他3路線）　　　2億３,５６０万円
・ 中小企業振興融資資金貸付事業　　　  １億８,４５０万円
・ 多和平公衆トイレ改修事業　　　　　　　　２,３４０万円
・ 茅沼地区観光宿泊施設改修事業　　　　９億５,８７２万円
・ マイホーム応援事業　　　　　　　　　　　　５００万円
・ 標茶中学校防音事業　　　　　　　　　１億６,０１５万円
・ 標茶高校への学校給食提供事業　　　　　　　２１６万円
・ アイヌ交付金事業　　　　　　　　　　　　９,２８６万円　など
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議
案
第
６
号

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
（
寒
冷
地
手
当
が
月
額
支
給
に
見
直
さ

れ
ま
し
た
。）

議
案
第
７
号

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
（
特
別
職
の
期
末
手
当
が
１
０
０
分
の

１
７
７
．
５
か
ら
１
０
０
分
の
１
７
０
へ

変
更
と
な
り
ま
し
た
。）

議
案
第
８
号

標
茶
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
（
勤
務
環
境
の
整
備
に
関
す
る
措
置
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。）

議
案
第
９
号

標
茶
町
新
規
就
農
者
誘
致
特
別
措
置
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　
（
文
言
を
整
理
し
、
全
部
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。）

議
案
第
３
号

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

　

指
定
管
理
者
に
管
理
を
行
わ
せ
る
施
設

の
名
称　

　

し
べ
ち
ゃ
斎
場

　

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
の
名
称
、
代

表
者
の
氏
名　

　

標
茶
美
警
総
合
・
す
ず
き
指
定
管
理
者

共
同
企
業
体　

　
　
　
　

代
表
取
締
役　

大
越　

隆
義

　

指
定
期
間　

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
３
月
31
日

議
案
第
４
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
「
標
茶
町
茅
沼
地
区
観
光
宿
泊
施
設

改
修
建
築
主
体
工
事
」
の
契
約
金
額
を

５
億
３
，
５
７
０
万
円
か
ら
５
億
５
，

３
０
４
万
７
千
円
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
５
号

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
「
標
茶
町
茅
沼
地
区
観
光
宿
泊
施
設

改
修
機
械
設
備
工
事
」
の
契
約
金
額
を

３
億
５
，
１
６
７
万
円
か
ら
３
億
６
，

６
６
８
万
５
千
円
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
24
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
委
員
に「
渡
邊　

か
お
り
」

氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

条例の制定・条例以外

条
例
以
外

条
例
以
外

条
例
以
外

条
例
の
制
定

条
例
の
制
定

条
例
の
制
定
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私
は
、
茅
沼
地
区
温
泉
宿
泊
施
設
改
修

工
事
に
関
す
る
費
用
を
含
む
予
算
案
、
議

案
第
16
号
に
反
対
の
立
場
で
討
論
し
ま

す
。

　

私
は
、
旧
憩
の
家
か
や
沼
の
再
開
に
は

賛
成
で
す
。
し
か
し
、
改
修
計
画
の
内
容

に
は
異
議
を
唱
え
て
き
ま
し
た
。
改
修
工

事
が
進
む
現
状
に
お
い
て
も
、
釧
路
湿
原

国
立
公
園
唯
一
の
温
泉
宿
泊
施
設
で
あ
る

と
い
う
事
を
最
大
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

と
し
な
が
ら
、
そ
の
温
泉
排
水
施
設
が
使

用
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
改
修
計

画
発
表
時
か
ら
排
水
施
設
が
所
存
す
る
土

地
の
所
有
者
と
の
協
議
を
優
先
し
、
用
地

を
確
定
す
る
よ
う
促
し
て
き
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
２
年
７
カ
月
経
っ
た
今
も
温
泉

の
排
出
先
は
未
定
で
す
。
次
善
策
に
つ
い

て
の
準
備
も
な
く
、
こ
の
ま
ま
で
は
改
修

が
完
了
し
て
も
開
業
で
き
ま
せ
ん
。
環
境

省
へ
の
補
助
申
請
の
内
容
も
不
誠
実
で

あ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
補
助
金
の
返
還
対

象
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
昨
年
３
月
、
後
に
法
人
化
す
る

こ
と
を
前
提
に
、
町
民
４
名
か
ら
な
る
任

意
団
体
を
当
該
施
設
の
指
定
管
理
者
に
選

定
し
ま
し
た
。
こ
の
指
定
管
理
者
は
未
だ

法
人
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て

施
設
の
経
営
や
運
営
に
関
す
る
町
と
の
協

議
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は

指
定
管
理
料
や
施
設
使
用
料
と
い
っ
た
重

要
案
件
に
つ
い
て
、
議
会
で
の
充
分
な
議

論
の
時
間
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

町
は
、
赤
字
が
生
じ
た
場
合
に
補
填
す
る

方
針
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
が
、
議
会
で

は
何
の
議
論
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
の
判
断
に
も
矛
盾
が
生
じ
て
ま

す
。
旧
憩
の
家
か
や
沼
の
経
営
悪
化
を
う

け
て
、
公
的
資
金
、
す
な
わ
ち
町
民
の
血

税
を
投
入
す
る
か
否
か
の
議
論
が
議
会
を

二
分
し
て
き
ま
し
た
。
結
局
、
町
と
議
会

の
間
で
、
第
三
セ
ク
タ
ー
と
は
何
か
の
認

識
の
溝
が
埋
ま
ら
ず
、
半
官
半
民
の
施
設

な
が
ら
血
税
投
入
を
議
会
で
は
否
定
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
旧
憩
の
家
か

や
沼
は
廃
業
し
た
わ
け
で
す
。
現
在
進
行

中
の
改
修
工
事
、
更
に
は
民
間
に
よ
る
運

営
に
つ
い
て
は
、
当
時
以
上
に
町
民
の
血

税
を
民
間
事
業
に
投
入
す
る
べ
き
か
ど
う

か
が
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
該
施
設
は
、
開
業
後
も
毎
年
数
千
万
円

の
血
税
を
投
入
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
か
ら
で
も
、

町
民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
過
去
の
経
過

も
踏
ま
え
た
筋
の
通
っ
た
議
論
を
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
改
修
工
事
を
一
旦

止
め
、
事
業
用
地
の
確
定
や
指
定
管
理
者

の
準
備
期
間
並
び
に
町
と
の
協
議
、
議
会

で
の
議
論
の
時
間
を
し
っ
か
り
と
取
る
べ

き
と
考
え
ま
す
。
本
件
に
関
し
て
は
、
そ

の
事
業
費
の
大
き
さ
か
ら
、
費
用
対
効
果

へ
の
不
安
、
周
辺
地
域
へ
の
波
及
効
果
の

不
透
明
さ
な
ど
を
心
配
す
る
町
民
も
多
い

こ
と
か
ら
、
見
切
り
発
車
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
町
民
の
た
め
に
立
ち
止
ま
る

べ
き
と
考
え
、
関
連
予
算
を
含
む
議
案
第

16
号
に
反
対
し
ま
す
。
当
初
予
算
に
反
対

す
る
こ
と
は
、
苦
渋
の
選
択
で
あ
る
こ
と

を
申
し
添
え
ま
す
。

　　

私
は
議
案
第
16
号
か
ら
第
23
号
に
賛
成

の
立
場
で
討
論
を
行
い
ま
す
。
私
共
議
員

は
日
頃
町
民
の
声
を
聞
き
ど
の
様
な
事
を

求
め
て
い
る
の
か
を
判
断
し
各
定
例
会
の

中
で
一
般
質
問
、
総
括
質
問
で
提
言
し
て

き
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
町
は
精
査
の
上

で
事
業
に
取
り
上
げ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
合
葬
墓
の
調
査
、
設
計
費
、
多

和
平
の
ト
イ
レ
改
修
費
、
子
供
の
眼
科
検

査
器
具
導
入
費
等
あ
り
ま
す
。

　

年
度
当
初
予
算
は
町
民
の
生
命
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
様
々
な
分
野
に
予
算
を
組

ん
で
お
り
安
心
し
て
こ
の
町
に
住
み
続
け

る
事
が
で
き
る
様
に
取
組
み
を
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
国
保
会
計
を
初
め
上
、下
、

簡
易
水
道
、
介
護
、
後
期
高
齢
者
、
病
院

と
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
運
営
も
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

を
否
決
す
る
こ
と
は
今
後
の
町
民
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
に
な
り
ま

す
。　

　

行
政
の
取
組
み
は
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場

ま
で
と
い
わ
れ
て
お
り
全
て
の
分
野
で
対

応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
一
時
も
停
滞
さ
せ
る
訳
に
は
い
き
ま

せ
ん
。
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
早
急
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
か
ら
速
や
か
に

成
立
さ
せ
る
事
が
必
要
と
考
え
賛
成
討
論

と
し
ま
す
。

議
案
第
16
号
〜
23
号
に
つ
い
て
の

討
　
　
　
論

類
瀬
光
信  

議
員

反
対
討
議

反
対
討
議

反
対
討
議

松
下
哲
也  

議
員

賛
成
討
議

賛
成
討
議

賛
成
討
議

討　　論
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議
案
第
16
号
に
、
令
和
４
年
度
標
茶
町

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
に

つ
い
て
は
反
対
で
は
な
く
、
地
方
債
辺
地

対
策
事
業
茅
沼
地
区
観
光
宿
泊
施
設
改
修

事
業
に
反
対
い
た
し
ま
す
。

　

観
光
宿
泊
施
設
憩
の
家
か
や
沼
は
多
く

の
町
民
の
再
開
を
望
む
声
を
受
け
て
改
修

に
あ
た
る
こ
と
自
体
は
評
価
い
た
し
ま

す
。
し
か
し
、
改
修
事
業
の
内
容
は
町
民

の
思
い
と
大
き
な
へ
だ
た
り
が
あ
り
、
富

裕
層
を
対
象
に
し
た
と
思
わ
れ
る
設
計

で
、
環
境
省
の
補
助
金
や
辺
地
債
80
％
の

交
付
税
措
置
が
あ
る
と
は
い
え
、
10
億
円

を
超
え
る
事
業
と
な
り
ま
し
た
。
未
解
決

の
課
題
や
、
い
ま
だ
に
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
事
項
も
あ
ま
り
に
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
同
僚
議
員
の
一
般
質
問
で

工
事
費
の
増
加
は
無
制
限
で
は
な
い
と
答

え
て
お
り
ま
し
た
が
、
施
設
維
持
・
運
営

負
担
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
利

益
が
出
た
場
合
は
、
そ
の
20
％
を
町
に
納

付
し
て
も
ら
う
と
の
こ
と
だ
が
、
利
益
が

出
な
か
っ
た
場
合
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
等
も
見
え
ま
せ
ん
。

　

町
長
は
町
政
執
行
方
針
で
、
令
和
２
年

度
ベ
ー
ス
で
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
実
質

公
債
率
８
．
７
％
、
将
来
負
担
比
率
27
．

７
％
、
経
常
収
支
比
率
88
．
５
％
と
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
と
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の
財
政
負
担
増
が

懸
念
さ
れ
る
茅
沼
地
区
観
光
宿
泊
施
設
改

修
事
業
に
つ
い
て
は
早
急
に
解
決
す
べ
き

課
題
や
見
直
し
が
必
要
な
点
も
あ
る
と
考

え
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
第
16
号
に
反
対
す

る
も
の
で
す
。

　

私
は
、
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
に
提

案
さ
れ
た
議
案
第
16
号
か
ら
第
23
号
に
賛

成
の
立
場
で
討
論
に
参
加
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ご
承
知
の
様
に
本
町
は
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
の
中
、
社
会
経
済
活
動

の
低
迷
状
況
化
に
加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
に
よ
り
こ
の
２
年

間
は
町
理
事
者
と
と
も
に
議
会
も
町
民
の

命
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
賛
否
両
論
は

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
常
に
政
策
優
先

に
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
前
に
進
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
憩
の
家
か
や
沼
施
設
再
建
問
題

に
つ
い
て
は
、
度
重
な
る
本
会
議
、
全
員

協
議
会
等
で
施
設
の
進
む
方
向
が
協
議
さ

れ
、
令
和
４
年
度
に
は
再
出
発
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
が
ひ
か
れ
た
こ
と
は
、
す
べ
て

の
町
民
が
望
ん
で
い
た
事
業
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

　

地
方
財
政
が
厳
し
い
中
、
本
町
の
自
主

財
源
42
億
５
９
８
万
円
で
収
入
総
額
の

35
．
２
％
、
依
存
財
源
は
77
億
５
，
７
０

０
万
円
で
64
．
８
％
、
令
和
３
年
12
月
予

算
と
比
較
す
る
と
８
億
４
，
６
０
０
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
長
・
事
務

方
の
努
力
に
よ
り
、
ソ
フ
ト
事
業
を
は
じ

め
多
く
の
事
業
に
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算

計
上
が
な
さ
れ
て
い
る
と
理
解
し
ま
す
。

　

予
算
審
議
は
前
段
十
分
な
時
間
を
費
や

し
理
事
者
と
協
議
い
た
し
ま
し
た
。
予
算

執
行
が
遅
延
す
る
事
は
直
接
町
民
の
生
活

を
脅
か
す
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
町
政
に

多
大
な
問
題
が
生
じ
て
ま
い
り
ま
す
。
私

は
常
に
考
え
ま
す
、
議
会
は
議
論
を
怠
ら

ず
議
決
さ
れ
た
事
案
に
つ
い
て
は
議
員
総

意
で
町
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

ま
す
。

　

令
和
４
年
度
当
初
予
算
、
今
後
も
補
正

予
算
が
提
案
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
都
度
、
十
分
な
議
論
を
重
ね
町
民
の

た
め
の
執
行
予
算
を
作
り
上
げ
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
私
は
議
案
８
件
に
賛
成
い
た
し

ま
す
。

鈴
木
裕
美  

議
員

反
対
討
議

反
対
討
議

反
対
討
議

本
多
耕
平  

議
員

賛
成
討
議

賛
成
討
議

賛
成
討
議

議
案
第
16
号
〜
23
号
に
つ
い
て
の

討
　
　
　
論

討　　論

建
設
中
の
憩
の
家
か
や
沼


